
平成年月日 水曜日 (号外第号)官 報
２

事
務
局
長
は
、
こ
の
条
約
に
お
い
て
別
に
規
定
す
る
任
務
の
ほ
か
、
次
の
任
務
を
有
す
る
。

⒜

全
て
の
署
名
国
又
は
加
入
国
に
対
し
て
次
の
事
項
を
通
報
す
る
こ
と
。

新
た
に
行
わ
れ
た
署
名
又
は
批
准
書
、
受
諾
書
、
承
認
書
若
し
く
は
加
入
書
の
寄
託
及
び
そ
れ
ら
が
行
わ
れ

た
日こ

の
条
約
の
効
力
発
生
の
日

こ
の
条
約
の
廃
棄
書
の
寄
託
、
そ
の
受
領
の
日
及
び
そ
の
廃
棄
が
効
力
を
生
ず
る
日

⒝

こ
の
条
約
が
効
力
を
生
じ
た
と
き
は
直
ち
に
、
国
際
連
合
憲
章
第
百
二
条
の
規
定
に
従
い
、
そ
の
条
約
文
を
登

録
及
び
公
表
の
た
め
国
際
連
合
事
務
局
に
送
付
す
る
こ
と
。

第
二
十
二
条

用
語

こ
の
条
約
は
、
ひ
と
し
く
正
文
で
あ
る
ア
ラ
ビ
ア
語
、
中
国
語
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ロ
シ
ア
語
及
び
ス
ペ
イ
ン

語
に
よ
り
原
本
一
通
を
作
成
す
る
。

二
千
四
年
二
月
十
三
日
に
ロ
ン
ド
ン
で
作
成
し
た
。

以
上
の
証
拠
と
し
て
、
下
名
は
、
各
自
の
政
府
か
ら
正
当
に
委
任
を
受
け
て
こ
の
条
約
に
署
名
し
た
。

附
属
書

船
舶
の
バ
ラ
ス
ト
水
及
び
沈
殿
物
の
規
制
及
び
管
理
の
た
め
の
規
則

Ａ
節

一
般
規
定

Ａ

一
規
則

定
義

こ
の
附
属
書
の
適
用
上
、

１

「
検
査
基
準
日
」
と
は
、
証
書
の
有
効
期
間
の
満
了
の
日
に
対
応
す
る
各
年
の
日
を
い
う
。

２

「
バ
ラ
ス
ト
水
容
積
」
と
は
、
バ
ラ
ス
ト
水
の
運
搬
、積
載
又
は
排
出
に
用
い
ら
れ
る
船
舶
内
の
全
て
の
タ
ン
ク
、

場
所
又
は
区
画
（
バ
ラ
ス
ト
水
の
運
搬
が
で
き
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
た
多
目
的
タ
ン
ク
、
場
所
又
は
区
画
を
含
む
。）

の
総
容
積
を
い
う
。

３

「
会
社
」
と
は
、
船
舶
の
所
有
者
又
は
船
舶
の
管
理
者
若
し
く
は
裸
傭よ
う

船
者
の
よ
う
な
他
の
団
体
若
し
く
は
個
人

で
あ
っ
て
、
船
舶
の
所
有
者
か
ら
船
舶
の
運
航
に
つ
い
て
の
責
任
を
負
い
、
か
つ
、
当
該
責
任
を
負
う
に
際
し
国
際

安
全
管
理
コ
ー
ド
（
Ｉ
Ｓ
Ｍ
コ
ー
ド
）（注
１
）
に
よ
っ
て
課
さ
れ
る
全
て
の
任
務
及
び
責
任
を
負
う
こ
と
に
同
意
し
た

も
の
を
い
う
。

注
１

機
関
が
決
議
Ａ
七
四
一

に
お
い
て
採
択
し
た
Ｉ
Ｓ
Ｍ
コ
ー
ド
（
改
正
を
含
む
。）を
参
照
す
る
こ
と
。

４

「
建
造
さ
れ
た
」
と
は
、
船
舶
に
つ
い
て
、
次
の
い
ず
れ
か
の
建
造
段
階
に
あ
る
も
の
を
い
う
。

4.1

キ
ー
ル
が
据
え
付
け
ら
れ
た
段
階

4.2

特
定
の
船
舶
に
係
る
も
の
と
特
定
す
る
こ
と
の
で
き
る
建
造
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
。

4.3

全
て
の
建
造
材
料
の
少
な
く
と
も
五
十
ト
ン
又
は
全
て
の
建
造
材
料
の
見
積
質
量
の
少
な
く
と
も
一
パ
ー
セ
ン

ト
の
う
ち
い
ず
れ
か
少
な
い
も
の
に
よ
っ
て
船
舶
の
組
立
て
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
。

4.4

主
要
な
改
造
が
行
わ
れ
て
い
る
段
階

５

「
主
要
な
改
造
」
と
は
、
船
舶
の
次
の
い
ず
れ
か
の
改
造
を
い
う
。

5.1

バ
ラ
ス
ト
水
の
積
載
容
量
の
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
変
更
す
る
改
造

5.2

船
舶
の
種
類
を
変
更
す
る
改
造

5.3

そ
の
目
的
が
船
舶
の
耐
用
年
数
を
十
年
以
上
延
長
す
る
計
画
で
あ
る
も
の
と
主
管
庁
が
認
め
る
改
造

5.4

バ
ラ
ス
ト
水
シ
ス
テ
ム
に
変
更
を
も
た
ら
す
改
造
（
構
成
部
品
の
交
換
を
除
く
。）。
こ
の
附
属
書
の
適
用
上
、

Ｄ

一
規
則
の
規
定
に
適
合
す
る
た
め
の
船
舶
の
改
造
は
、
主
要
な
改
造
と
は
み
な
さ
な
い
。

６

「
最
も
近
い
陸
地
か
ら
」
と
は
、
国
際
法
に
従
っ
て
設
定
さ
れ
た
領
海
の
幅
を
測
定
す
る
た
め
の
基
線
か
ら
を
い

う
。
た
だ
し
、
こ
の
条
約
の
適
用
上
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
北
東
海
岸
の
沖
合
に
お
け
る
「
最
も
近
い
陸
地
か
ら
」

と
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
海
岸
に
お
け
る
南
緯
十
一
度
東
経
百
四
十
二
度
八
分
の
点
か
ら
南
緯
十
度
三
十
五
分
東

経
百
四
十
一
度
五
十
五
分
の
点
ま
で
、
そ
こ
か
ら
南
緯
十
度
東
経
百
四
十
二
度
の
点
ま
で
、
そ
こ
か
ら
南
緯
九
度
十

分
東
経
百
四
十
三
度
五
十
二
分
の
点
ま
で
、
そ
こ
か
ら
南
緯
九
度
東
経
百
四
十
四
度
三
十
分
の
点
ま
で
、
そ
こ
か
ら

南
緯
十
度
四
十
一
分
東
経
百
四
十
五
度
の
点
ま
で
、
そ
こ
か
ら
南
緯
十
三
度
東
経
百
四
十
五
度
の
点
ま
で
、
そ
こ
か

ら
南
緯
十
五
度
東
経
百
四
十
六
度
の
点
ま
で
、
そ
こ
か
ら
南
緯
十
七
度
三
十
分
東
経
百
四
十
七
度
の
点
ま
で
、
そ
こ

か
ら
南
緯
二
十
一
度
東
経
百
五
十
二
度
五
十
五
分
の
点
ま
で
、
そ
こ
か
ら
南
緯
二
十
四
度
三
十
分
東
経
百
五
十
四
度

の
点
ま
で
、
そ
こ
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
海
岸
に
お
け
る
南
緯
二
十
四
度
四
十
二
分
東
経
百
五
十
三
度
十
五
分
の

点
ま
で
引
い
た
線
か
ら
を
い
う
。

７

「
活
性
物
質
」
と
は
、
有
害
な
水
生
生
物
及
び
病
原
体
に
対
し
て
一
般
的
な
又
は
特
定
の
作
用
を
有
す
る
物
質
又

は
生
物
（
ウ
イ
ル
ス
又
は
菌
類
を
含
む
。）を
い
う
。

Ａ

二
規
則

一
般
的
な
適
用

別
段
の
明
文
の
規
定
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
バ
ラ
ス
ト
水
の
排
出
は
、
こ
の
附
属
書
の
規
定
に
基
づ
く
バ
ラ
ス

ト
水
管
理
に
よ
っ
て
の
み
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

Ａ

三
規
則

適
用
除
外

Ｂ

三
規
則
の
要
件
又
は
条
約
第
二
条
３
及
び
こ
の
附
属
書
Ｃ
節
の
規
定
に
よ
り
締
約
国
が
採
用
し
た
措
置
は
、
次

の
事
項
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

１

緊
急
の
場
合
の
船
舶
の
安
全
を
確
保
し
、
又
は
海
上
に
お
い
て
人
命
を
救
助
す
る
た
め
に
必
要
な
バ
ラ
ス
ト
水
及

び
沈
殿
物
の
取
入
れ
又
は
排
出

２

船
舶
又
は
そ
の
設
備
の
損
傷
に
起
因
す
る
バ
ラ
ス
ト
水
及
び
沈
殿
物
の
排
出
又
は
浸
入
。
た
だ
し
、
次
の
こ
と
を

条
件
と
す
る
。

2.1

損
傷
の
発
生
又
は
損
傷
若
し
く
は
排
出
の
発
見
の
前
後
に
、
排
出
を
防
止
し
、
又
は
最
小
に
す
る
た
め
、
全
て

の
合
理
的
な
予
防
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

2.2

船
舶
の
所
有
者
、
会
社
又
は
担
当
職
員
が
、
故
意
又
は
無
謀
に
損
傷
を
引
き
起
こ
さ
な
か
っ
た
こ
と
。

３

船
舶
に
よ
る
汚
染
事
件
を
回
避
し
、
又
は
最
小
に
す
る
た
め
の
バ
ラ
ス
ト
水
及
び
沈
殿
物
の
取
入
れ
及
び
排
出

４

同
一
の
バ
ラ
ス
ト
水
及
び
沈
殿
物
の
公
海
上
の
取
入
れ
及
び
そ
の
後
の
排
出

５

バ
ラ
ス
ト
水
及
び
沈
殿
物
の
全
部
を
取
り
入
れ
た
場
所
と
同
じ
場
所
に
お
け
る
船
舶
か
ら
の
バ
ラ
ス
ト
水
及
び
沈

殿
物
の
排
出
。
た
だ
し
、
他
の
水
域
か
ら
の
管
理
さ
れ
て
い
な
い
バ
ラ
ス
ト
水
及
び
沈
殿
物
と
混
合
し
て
い
な
い
こ

と
を
条
件
と
す
る
。
そ
の
混
合
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、他
の
水
域
で
取
り
入
れ
ら
れ
た
バ
ラ
ス
ト
水
に
つ
い
て
は
、

こ
の
附
属
書
に
基
づ
く
バ
ラ
ス
ト
水
管
理
に
従
う
。

Ａ

四
規
則

免
除

１

締
約
国
は
、
自
国
の
管
轄
の
下
に
あ
る
水
域
内
に
お
い
て
、
条
約
に
お
い
て
別
に
規
定
す
る
免
除
の
ほ
か
、
Ｂ

三
規
則
又
は
Ｃ

一
規
則
を
適
用
す
る
た
め
の
要
件
を
免
除
す
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
次
の

条
件
を
満
た
す
場
合
に
限
る
。

1.1

免
除
が
、
特
定
の
港
若
し
く
は
場
所
の
間
を
航
海
中
の
船
舶
又
は
特
定
の
港
若
し
く
は
場
所
の
間
の
み
を
運
航

す
る
船
舶
に
対
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

1.2

免
除
が
、
中
間
的
な
見
直
し
を
条
件
と
し
て
、
五
年
以
内
の
期
間
有
効
で
あ
る
こ
と
。

1.3

免
除
が
、
1.1
に
規
定
す
る
港
又
は
場
所
の
間
以
外
の
バ
ラ
ス
ト
水
又
は
沈
殿
物
を
混
合
し
て
い
な
い
船
舶
に
対

し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

1.4

免
除
が
、
機
関
が
作
成
す
る
危
険
性
の
評
価
に
関
す
る
指
針
に
基
づ
い
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

２

１
の
規
定
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
免
除
が
、
機
関
に
通
報
さ
れ
、
関
連
情
報
が
締
約
国
に
対
し
て
回
章
に
付
さ
れ

る
ま
で
、
当
該
免
除
の
効
力
は
生
じ
な
い
。

３

こ
の
規
則
の
規
定
に
基
づ
い
て
認
め
ら
れ
た
免
除
は
、
近
隣
の
国
又
は
他
国
の
環
境
、
人
の
健
康
、
財
産
若
し
く

は
資
源
を
害
し
、
又
は
こ
れ
ら
に
対
し
て
損
害
を
与
え
て
は
な
ら
な
い
。
悪
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
当
該

免
除
を
認
め
る
締
約
国
が
判
断
す
る
全
て
の
国
は
、
特
定
さ
れ
た
懸
念
を
解
消
す
る
た
め
に
協
議
を
受
け
る
。

４

こ
の
規
則
の
規
定
に
基
づ
き
認
め
ら
れ
た
免
除
は
、
バ
ラ
ス
ト
水
記
録
簿
に
記
録
す
る
も
の
と
す
る
。


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